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北
大
本
『
蒼
頡
篇
』　

劃
痕　

綴
連

一
、
北
京
大
學
藏
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
槪
要

北
京
大
學
藏
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』（
以
下
、
北
大
本
）
は
、
二
〇
〇
九
年
に
北
京

大
學
に
寄
贈
さ
れ
た
西
漢
竹
書
の
一
篇
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
に
全
簡
の
寫
眞
圖

版
・
釋
文
等
を
收
錄
し
た
北
京
大
學
出
土
文
獻
研
究
所
編
『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹

書
﹇
壹
﹈』（
以
下
『
北
大
壹
』
と
略
記（

1
））が
出
版
さ
れ
、そ
の
全
容
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
や
や
多
岐
に
わ
た
る
が
、
は
じ
め
に
北
大
本
の
槪
要
を
箇
條
的
に
列
擧
し
て

お
く（

2
）。

①
竹
簡
の
枚
數
は
、
完
簡
五
十
三
枚
、
殘
簡
三
十
四
枚
。
綴
合
後
に
得
ら
れ
た

整
簡
六
十
三
枚
、
殘
簡
十
八
枚（

3
）、
合
計
八
十
一
枚
。

②
字
數
は
、
完
整
字
一
三
一
七
字
、
殘
字
二
十
、
合
計
一
三
三
七
字
。

③
各
簡
の
満
寫
字
數
は
二
十
字
。

④
完
整
簡
の
簡
長
は
三
〇
・
三
〜
三
〇
・
四
セ
ン
チ
、
幅
は
〇
・
九
〜
一
・
〇

セ
ン
チ
。

⑤
竹
簡
は
も
と
三
道
編
繩
で
、
上
下
の
兩
端
に
接
近
し
た
と
こ
ろ
及
び
中
間
部

の
簡
面
の
右
側
に
契
口
が
あ
り
、
契
口
付
近
に
は
多
く
編
繩
の
痕
跡
が
殘
存

す
る
。

⑥
竹
簡
の
背
面
に
は
劃
痕
が
あ
り
、
そ
の
形
狀
は
い
ず
れ
も
簡
の
左
上
端
あ
る

い
は
左
上
端
に
接
近
し
た
と
こ
ろ
か
ら
右
下
に
向
か
っ
て
斜
行
し
、
そ
の
一

單
位
は
お
お
よ
そ
十
七
八
枚
の
簡
に
跨
が
り
、
末
簡
の
劃
痕
は
簡
端
か
ら

十
三
セ
ン
チ
前
後
の
と
こ
ろ
で
止
ま
っ
て
い
る
。

⑦
各
章
は
冒
頭
の
二
字
を
標
題
と
し
、
第
一
簡
と
第
二
簡
と
の
二
簡
の
正
面
上

端
部
に
右
か
ら
左
の
方
向
で
書
寫
さ
れ
て
い
る
。現
存
す
る
章
の
標
題
は「
顓

頊
」「
雲
雨
」「
室
宇
」「
□
輪
」「

鴇
」「
漢
兼
」「
□
祿
」「
闊
錯
」「
幣
帛
」

「
□

」「
賣
購
」
の
十
一
。
同
樣
の
標
題
の
方
式
は
、睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』

や
周
家
臺
秦
簡
に
も
み
ら
れ
る
。

⑧
各
章
は
す
べ
て
文
末
に
該
章
の
字
數
を
明
記
す
る
。
字
數
を
記
し
た
現
存
の

竹
簡
は
十
枚
あ
り
、
標
示
さ
れ
た
字
數
は
、
最
多
が
「
百
五
十
二
」、
最
少

が
「
百
四
」。

⑨
句
式
は
四
字
一
句
、
二
句
一
韻
。
全
篇
は
韻
部
に
よ
り
章
分
け
さ
れ
、
多
く

は
單
韻
で
、
音
の
近
い
二
つ
の
韻
部
の
合
韻
も
少
數
あ
る
。

⑩
同
一
韻
部
の
章
が
若
干
あ
り
、
そ
れ
ら
は
連
續
し
て
綴
連
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
あ
る
。

北
京
大
學
藏
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
綴
連
復
原

福　
　

田　
　

哲　
　

之



北
京
大
學
藏
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
綴
連
復
原

二
二

⑪
各
章
の
句
の
構
造
に
は
、
羅
列
式
と
陳
述
式
の
二
種
が
あ
る
。
羅
列
式
は
字

義
が
近
似
・
類
似
（
對
義
も
少
數
あ
る
）
あ
る
い
は
相
互
に
連
繫
し
た
字
詞

が
組
み
合
わ
さ
れ
て
排
列
さ
れ
る
も
の
で
、
大
多
數
の
句
は
こ
の
形
式
に
屬

す
る
。

な
お
『
北
大
壹
』
に
お
け
る
簡
文
の
各
韻
部
の
順
序
は
、
原
本
の
韻
部
の
排
次

が
不
明
で
あ
る
た
め
、
便
宜
的
に
王
力
『
漢
語
史
稿
（
修
訂
本
）』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
一
年
）
の
上
古
韻
部
表
の
順
序
に
依
據
し
て
お
り
、
本
稿
の
各
章
に
お
け

る
檢
討
の
順
序
も
こ
れ
に
準
じ
た
。

北
大
本
の
利
點
と
し
て
ま
ず
擧
げ
ら
れ
る
の
は
、
竹
簡
八
十
一
枚
、
殘
存
字
數

一
三
三
七
字
と
い
う
數
量
の
多
さ
で
あ
る
。
北
大
本
以
前
に
最
多
で
あ
っ
た
阜
陽

漢
簡
『
蒼
頡
篇
』（
以
下
、
阜
陽
本
）
の
五
四
〇
餘
字
を
大
き
く
上
回
り
、『
漢
書
』

藝
文
志
の
記
述
か
ら
計
數
さ
れ
る
漢
代
改
編
本
の
總
字
數
三
三
〇
〇
字
の
三
分
の

一
以
上
に
あ
た
る
。
し
か
も
、
阜
陽
本
は
出
土
し
た
一
二
五
點
の
す
べ
て
が
殘
簡

で
、
そ
の
う
ち
八
十
點
は
殘
存
字
數
三
字
以
下
の
殘
片
で
あ
っ
た
の
に
對
し
、
北

大
本
は
竹
簡
八
十
一
枚
の
う
ち
完
簡
・
整
簡
が
六
十
三
枚
を
占
め
、
良
好
な
保
存

狀
態
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
竹
簡
背
面
（
簡
背
）
の
劃
痕
に
よ
り
、
竹
簡
が
ど
の

よ
う
な
順
序
で
綴
じ
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
綴
連
の
復
原
に
大
き
な
手
が
か
り
が

得
ら
れ
た
點
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
章
内
に
お
け
る
句
の
構
成
や
章
と
章
と
の
連

繫
な
ど
、
阜
陽
本
で
は
知
り
得
な
か
っ
た
構
造
面
に
關
す
る
多
く
の
知
見
が
得
ら

れ
、『
蒼
頡
篇
』
研
究
に
多
大
な
進
展
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

『
北
大
壹
』
の
綴
連
は
、
劃
痕
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ら
の
新
見
に
も
と
づ
く

き
わ
め
て
妥
當
性
の
高
い
復
原
と
言
え
る
が
、
な
お
若
干
の
檢
討
の
餘
地
も
殘
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、『
北
大
壹
』
に
收
錄
さ
れ
た
「
北
大
藏
漢

簡
《
蒼
頡
篇
》
一
覽
表（

4
）」
の
デ
ー
タ
に
も
と
づ
く
筆
者
の
檢
證
を
踏
ま
え
、
北

大
本
の
綴
連
に
つ
い
て
若
干
の
試
案
を
提
起
し
て
み
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
揭
げ
る
釋
文
・
劃
痕
示
意
圖
・
復
原
圖
の
凡
例
は
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

一
、
釋
文
は
原
則
と
し
て
『
北
大
壹
』
に
も
と
づ
く
が
、
作
字
の
便
宜
上
、
通

行
の
字
體
に
從
う
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
釋
文
中
の
□
は
缺
字
、
…
…
…
…

は
缺
句
、﹇ 

﹈
は
推
定
本
文
を
示
す
。

二
、
釋
文
・
劃
痕
示
意
圖
・
復
原
圖
の
各
簡
の
末
尾
に
付
し
た
算
用
數
字
は
『
北

大
壹
』
の
簡
號
、
ロ
ー
マ
數
字
（
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
）
は
押
韻
位
置
の
形
式
を
示

す
。

三
、
劃
痕
示
意
圖
・
復
原
圖
は
竹
簡
の
背
面
の
略
圖
で
あ
り
、
正
面
の
本
文
と

は
逆
順
と
な
る
。
殘
存
竹
簡
は
實
線
、
想
定
さ
れ
る
缺
簡
は
點
線
で
示
し
、

篇
章
の
構
成
と
の
關
連
を
示
す
た
め
に
、
便
宜
的
に
正
面
の
章
題
（
□
は
缺

字
）
お
よ
び
章
末
數
字
（﹇ 

﹈
は
推
定
本
文
）
を
記
入
し
た
。

四
、
劃
痕
示
意
圖
・
復
原
圖
中
の
斜
線
は
竹
簡
背
面
の
劃
痕
の
お
お
よ
そ
の
位

置
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
下
の
横
向
き
の
數
字
（
例
え
ば2.5-3.1

）

は
竹
簡
背
面
の
劃
痕
の
簡
首
か
ら
の
距
離
（
上
の
數
字
が
左
痕
、
下
の
數
字

が
右
痕
）
を
示
す
。
ま
た
、
前
後
の
竹
簡
の
劃
痕
か
ら
想
定
さ
れ
る
缺
失
簡

の
劃
痕
の
距
離
に
つ
い
て
は
括
弧
〈　

〉
で
括
っ
て
示
し
た
。
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
前
後
の
劃
痕
か
ら
推
定
し
た
近
似
値
で
あ
り
、
實
際
に
は
一
〜
二
ミ

リ
前
後
の
誤
差
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
。

五
、
復
原
圖
中
の
〝
網
掛
け
〞
は
、
劃
痕
刻
入
後
に
書
寫
の
錯
誤
な
ど
に
よ
っ



二
三

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

て
廢
除
さ
れ
た
竹
簡
（
廢
簡
）
を
示
す
。

二
、
綴
連
復
原
の
指
標

整
理
者
が
「
屬
同
一
韻
部
的
各
章
内
簡
的
綴
連
、
以
及
章
與
章
之
間
的
綴
連
、

均
首
先
利
用
了
簡
背
劃
痕（

5
）」
と
述
べ
る
よ
う
に
、『
北
大
壹
』
の
綴
連
復
原
は
、

韻
部
に
よ
る
分
類
の
後
、
ま
ず
簡
背
の
劃
痕
を
利
用
し
て
進
め
ら
れ
た
。
劃
痕
は

竹
簡
を
刮
治
す
る
前
の
段
階
で
竹
筒
ご
と
に
任
意
に
加
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て

お
り
、
劃
痕
の
起
點
や
傾
斜
角
度
が
竹
筒
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
相
互
に
排
他
性

を
有
し
、
綴
連
復
原
に
一
定
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
る（

6
）。

「
北
大
藏
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
一
覽
表（

7
）」
に
よ
れ
ば
、
一
簡
中
の
劃
痕
に
お
け
る

左
痕
と
右
痕
と
の
差
距
は
最
短
〇
・
五
〜
最
長
〇
・
九
セ
ン
チ
で
、
ほ
ぼ
〇
・
六

〜
〇
・
七
セ
ン
チ
が
標
準
値
と
見
ら
れ
、隣
接
す
る
兩
簡
（
圖
1
）
に
つ
い
て
は
、

簡
A
の
右
痕
と
簡
B
の
左
痕
と
の
差
距
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
〜
〇
・
二
セ
ン
チ

で
、
ほ
ぼ
〇
・
一
セ
ン
チ
が
標
準
値
と
見
ら
れ
る
。

圖
1　

劃
痕
模
式
圖

ま
た
、
前
章
で
擧
げ
た
北
大
本
の
槪
要
を
踏
ま
え
れ
ば
、
劃
痕
と
と
も
に
以
下

の
二
點
も
綴
連
復
原
の
際
の
指
標
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
點
は
、
章
内
に
お
け
る
簡
序
と
押
韻
位
置
と
の
關
係
で
あ
る
。
槪
要
の
③

に
示
し
た
よ
う
に
、
同
一
章
内
で
は
章
末
簡
を
除
き
、
各
簡
に
本
文
五
句
二
十
字

が
書
寫
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
簡
中
の
五
句
の
う
ち
偶
數

句
（
第
二
句
・
第
四
句
）
が
押
韻
す
る
Ⅰ
型
の
竹
簡
と
奇
數
句
（
第
一
句
・
第
三

句
・
第
五
句
）
が
押
韻
す
る
Ⅱ
型
の
竹
簡
と
が
交
互
に
位
置
す
る
點
で
あ
る
（
圖

2
）。
し
た
が
っ
て
、
同
一
章
内
の
竹
簡
の
排
列
に
お
い
て
は
、
Ⅰ
は
奇
數
、
Ⅱ

は
偶
數
の
簡
序
と
な
り
、Ⅰ
あ
る
い
は
Ⅱ
が
重
な
る
よ
う
な
綴
連
は
存
在
し
な
い
。

さ
ら
に
章
字
數
を
記
し
た
章
末
簡
が
存
在
す
る
場
合
は
、
當
該
章
の
竹
簡
枚
數
お

よ
び
押
韻
型
の
配
置
が
判
明
し
、
復
原
の
際
の
據
り
所
と
な
る
。

圖
2　

句
式
模
式
圖
（
Ａ
Ｂ
章
）
▲ 

押
韻
字

（
章
内
簡
序
）（
押
韻
型
）

A　

Ａ
Ｂ
○
○
、
○
○
○
○◀

。
○
○
○
○
、
○
○
○
○◀

。
○
○
○
○
、
第
一
簡　

  

Ⅰ

B　

○
○
○
○◀

。
○
○
○
○
、
○
○
○
○◀

。
○
○
○
○
、
○
○
○
○◀

。
第
二
簡  　

Ⅱ

　
　

○
○
○
○
、
○
○
○
○◀

。
○
○
○
○
、
○
○
○
○◀

。
○
○
○
○
、
第
三
簡  　

Ⅰ

　
　

○
○
○
○◀

。
○
○
○
○
、
○
○
○
○◀

。
○
○
○
○
、
○
○
○
○◀

。
第
四
簡  　

Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

… 　
　

 

…

　
　

○
○
○
○◀

。
○
○
○
○
、
○
○
○
○◀

。　
　

百
…
…　
　
　
　
　

章
末
簡

第
二
點
は
、字
義
と
の
關
連
で
あ
る
。
槪
要
の
⑪
に
示
し
た
よ
う
に
、『
蒼
頡
篇
』

の
句
式
は
羅
列
式
が
中
心
的
な
位
置
を
占
め
、
と
く
に
魚
部
・
陽
部
の
諸
章
に
は

同
義
・
類
義
字
の
集
中
的
な
排
列
が
認
め
ら
れ
る（

8
）。
し
た
が
っ
て
適
用
の
範
囲

は
限
ら
れ
る
も
の
の
、
字
義
の
面
で
の
關
連
も
綴
連
の
妥
當
性
を
判
定
す
る
指
標

の
一
つ
と
な
る
。

劃
痕
を
利
用
し
た
綴
連
復
原
に
關
し
て
留
意
す
べ
き
は
、
劃
痕
刻
入
後
に
書
寫

の
錯
誤
な
ど
に
よ
り
竹
簡
が
廢
除
さ
れ
た
場
合
に
は
、
兩
簡
が
連
接
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
劃
痕
は
連
續
し
な
い
例
が
存
在
す
る
點
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て



北
京
大
學
藏
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
綴
連
復
原

二
四

整
理
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

9
）。

從
綴
連
的
實
際
情
況
看
、
一
般
相
鄰
的
簡
其
背
部
劃
痕
也
是
相
連
的
。
但
也

有
在
個
別
情
況
下
、
依
據
簡
文
内
容
應
該
相
連
的
簡
、
其
背
部
劃
痕
有
一
枚

簡
距
離
的
間
斷
、
例
如
陽
部
韻
的
「
顓
頊
」
章
中
、
簡
四
八
與
四
九
、
依
照

簡
背
劃
痕
、
中
間
應
有
一
枚
簡
的
間
隔
、
但
依
簡
文
（
參
考
阜
陽
雙
古
堆
漢

簡
《
蒼
頡
篇
》
文
）、
二
簡
實
應
相
接
。
此
種
情
況
表
明
、
不
排
斥
有
個
別

簡
因
書
寫
錯
誤
而
被
剔
出
的
可
能
。

し
た
が
っ
て
先
に
擧
げ
た
指
標
の
う
ち
、
韻
部
、
押
韻
位
置
、
字
義
な
ど
の
諸

點
で
綴
連
が
想
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
劃
痕
の
中
斷
が
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
廢
簡
の
存
在
が
考
慮
さ
れ
、
想
定
さ
れ
る
廢
簡
の
劃
痕
と
前
後
の
劃
痕
と
の

間
に
整
合
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
蓋
然
性
は
高
い
と
判
斷
さ
れ
る
。

次
章
で
は
、『
北
大
壹
』
の
同
一
韻
部
に
お
け
る
綴
連
の
中
か
ら
、
こ
の
よ
う

な
廢
簡
に
か
か
わ
る
二
つ
の
試
案
を
提
起
し
て
み
た
い
。

三
、
同
一
韻
部
に
お
け
る
綴
連

（
一
）
魚
部
（
簡
24
〜
簡
30
）

ま
ず
『
北
大
壹
』
が
魚
部
に
分
類
す
る
竹
簡
か
ら
、
簡
24
〜
簡
30
を
取
り
上
げ

る
。劃
痕
は
簡
24
と
簡
25
お
よ
び
簡
27
と
簡
28
と
の
二
箇
所
で
中
斷
す
る（
圖
3
）。

こ
れ
に
對
し
て
原
釋
は
、
簡
27
と
簡
28
と
を
綴
連
す
る
一
方
、
簡
24
と
簡
25
と
を

區
分
し
て
い
る
。

圖
3　

劃
痕
示
意
圖
（
簡
24
〜
簡
30
）

簡
27
―
簡
28
の
綴
連
は
、
兩
簡
が
「
幣
帛
」
章
冒
頭
の
章
題
簡
に
あ
た
る
こ
と

か
ら
疑
問
の
餘
地
は
な
い
。
し
か
も
兩
簡
の
間
に
は
〈6.5-7.1

〉
の
劃
痕
を
も
つ

竹
簡
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
劃
痕
の
中
斷
は
廢
簡
に
起
因
す
る
と
見
な
し
得
る
。

一
方
、
整
理
者
が
簡
24
と
簡
25
と
を
區
分
す
る
理
由
は
、
劃
痕
の
中
斷
に
あ
る

と
見
ら
れ
る
が
、
兩
簡
に
は
、
押
韻
部
の
一
致
お
よ
び
簡
序
と
押
韻
位
置
と
の
整

合
に
加
え
て
、字
義
の
面
か
ら
も
簡
24
の
末
句
「
薺
芥
萊
荏
」
と
簡
25
の
首
句
「
茱

臾
蓼
蘓
」
と
の
間
に
、
草
名
の
集
中
的
排
列
と
い
う
共
通
性
が
認
め
ら
れ（
10
）、
劃

痕
を
除
い
て
先
に
擧
げ
た
指
標
を
す
べ
て
滿
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
劃
痕
に
つ
い
て
も
、
簡
24
（
劃
痕3.0-3.7

）
と
簡
25
（
劃
痕4.5-5.0

）

と
の
間
に
〈3.8-4.4

〉
の
劃
痕
を
も
つ
竹
簡
の
存
在
が
想
定
さ
れ
、
劃
痕
の
中
斷

は
廢
簡
に
起
因
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
（
圖
4
）。
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圖
4　

復
原
圖
（
簡
24
〜
簡
30
）

こ
れ
ら
の
諸
點
を
踏
ま
え
れ
ば
、
簡
24
と
簡
25
と
の
綴
連
の
蓋
然
性
は
き
わ
め

て
高
い
と
言
え
よ
う（
11
）。

以
上
の
分
析
の
結
果
、
簡
24
〜
簡
30
の
綴
連
は
以
下
の
ご
と
く
復
原
さ
れ
る
。

□　

□
□
…
…
、
…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
缺　

Ⅰ

□　

…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
缺　

Ⅱ

　
　

…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
缺　

Ⅰ

　
　

…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
缺　

Ⅱ

　
　

莎

䔌
蔓
、
蓬
蒿
蒹
葭
。
薇
𧃎
莪

、
𧆑
𦿺
薊
荼
。
薺
芥
萊
荏
、
24　

Ⅰ

　
　

茱
臾
蓼
蘓
。
果

茄
蓮
、
𣓀
栗
瓠
瓜
。
堅
㝅
極
𦄊
、
饒
飽
糞
餘
。
25　

Ⅱ

　
　

𧓉
尼
睆
、
𩚬
餓
䭑
餔
。　
　
　

百
廿
八　
　
　
　
　
　
　
　
　

26　

Ⅰ

幣　

幣
帛
羞
獻
、
請
謁
任
辜
。
禮
節
揖
讓
、
送
客
興
居
。
𩁛

𩿙
䧿
、
27　

Ⅰ

帛　

雉
兔
鳥
烏
。
𨿢
雛
芸
卵
、
　
蓳
䓜

。
貔
獺
𪕋
㺉
、
貖
鼩

狐
。
28　

Ⅱ

　
　

蛟
龍
虫
蛇
、

霸
鼈
魚
、
陷

鍲
釣
、

笱
罘

。
毛
𧣮

矰
、
29　

Ⅰ

　
　

收
繳
縈
紆
。
汁
洎
流
敗
、
蠹
臭
腑
䏣
。
貪
欲
資
貨
、
羕
溢
跂
歳
。
30　

Ⅱ

（
二
）
陽
部
（
簡
63
―
簡
64
―
簡
56
〜
簡
62
）

続
い
て
『
北
大
壹
』
が
陽
部
に
分
類
す
る
竹
簡
か
ら
、
簡
56
〜
簡
64
を
取
り
上

げ
る
。
は
じ
め
に
簡
64
と
簡
56
と
の
綴
連
を
指
摘
す
る
秦
樺
林
氏
の
見
解
を
引
用

す
る（
12
）。整

理
者
將
簡
56
置
於
〝
室
宇
〞
章
中
、
編
聯
順
序
爲
〝
簡
53
・
54+

簡

55+

簡
56+

簡
57+

簡
58
〞。（
中
略
）
筆
者
認
爲
、
簡
56
很
可
能
未
必
屬

於
〝
室
宇
〞
章
、
而
當
與
簡
64
繫
聯
。
簡
64
的
韻
脚
字
爲
〝
蔣
〞・〝
英
〞、

亦
爲
陽
部
韻
、
末
句
〝
麋
鹿
熊
羆
〞
在
内
容
上
恰
可
與
簡
56
的
首
句
〝
犀

豺
狼
〞
相
銜
接
、
這
兩
支
簡
應
屬
於
同
一
組
。

引
用
文
の
冒
頭
に
「
整
理
者
將
簡
56
置
於
〝
室
宇
〞
章
中
、
編
聯
順
序
爲
〝
簡

53
・
54+

簡
55+

簡
56+

簡
57+

簡
58
〞」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
恐
ら
く
秦
氏

の
誤
解
で
あ
り
、『
北
大
壹
』
の
「
釋
文 

注
釋
」
は
簡
56
〜
簡
58
と
「
室
宇
」
章

に
屬
す
る
簡
53
〜
簡
55
と
を
區
分
し
て
い
て
、
整
理
者
は
簡
56
と
「
室
宇
」
章
と

の
關
係
を
明
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
點
を
確
認
し
た
上
で
あ
ら
た
め
て
注
目
し
た

い
の
は
、
秦
氏
が
簡
56
と
簡
64
と
の
綴
連
の
根
據
と
し
て
、
簡
64
の
末
句
「
麋
鹿

熊
羆
」
と
簡
56
の
首
句
「
犀

豺
狼
」
と
の
字
義
面
（
獸
類
）
の
共
通
性
を
指
摘

す
る
點
で
あ
る
。
こ
の
綴
連
は
、
簡
序
と
押
韻
位
置
と
の
關
係
に
お
い
て
も
整
合

し
、
劃
痕
以
外
の
指
標
を
す
べ
て
滿
た
し
て
い
る
。

し
か
し
劃
痕
は
、
簡
64
（
劃
痕9.5-10.1

）
に
對
し
て
簡
56
（
劃
痕0.9-1.8

）
と

顯
著
な
差
距
を
示
し
て
お
り
、
字
義
面
で
の
明
瞭
な
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
整
理
者
が
敢
え
て
簡
64
と
簡
56
と
を
綴
連
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
劃
痕

の
中
斷
に
あ
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
一
方
、
秦
氏
は
劃
痕
の
問
題
に
は
言
及
し
て
お

ら
ず
、
簡
64
と
簡
56
と
の
綴
連
に
つ
い
て
は
な
お
檢
討
の
餘
地
が
殘
さ
れ
て
い
る
。

柰柰



北
京
大
學
藏
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
綴
連
復
原

二
六

以
下
、
こ
の
點
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
よ
う
。
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
簡
56

と
簡
64
と
の
間
に
劃
痕
の
起
點
を
も
つ
竹
簡
が
存
在
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
北
大

本
の
殘
存
竹
簡
の
う
ち
、劃
痕
の
起
點
に
あ
た
る
と
見
な
さ
れ
る
の
は
、簡
42
（
左

痕
〇
・
四
セ
ン
チ
）
と
簡
68
（
左
痕
〇
・
〇
セ
ン
チ
）
の
二
例
で
あ
り
、
簡
42
に

は
竹
筒
を
一
周
し
た
劃
痕
が
下
部
に
重
出
す
る
重
疊
の
現
象
が
認
め
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
左
痕
の
位
置
を
考
慮
す
れ
ば
、
左
痕
〇
・
九
セ
ン
チ
の
簡
56
を
劃
痕
の
起

點
と
見
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
そ
の
前
に
劃
痕
の
起
點
に
あ
た
る
竹
簡
が
存
在

し
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、「
雲
雨
」
章
の
前
に
位
置
す
る
「
□
輪
」
章
は
、簡
58
に
み
え
る
「
百
四
」

の
章
字
數
か
ら
、
全
六
簡
で
構
成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

缺
失
し
た
冒
頭
第
一
簡
と
先
に
推
定
し
た
劃
痕
の
起
點
と
な
る
竹
簡
と
を
含
め
る

と
、「
□
輪
」
章
は
全
七
簡
と
な
り
、
一
簡
分
の
餘
剩
が
生
じ
る
。
こ
れ
を
整
合

的
に
解
釋
す
れ
ば
、
も
と
も
と
簡
64
と
簡
56
と
の
間
に
は
劃
痕
の
起
點
に
あ
た
る

竹
簡
が
存
在
し
て
い
た
が
、
書
寫
の
段
階
で
そ
の
竹
簡
が
廢
除
さ
れ
、
そ
の
結
果
、

簡
64
と
簡
56
と
の
間
に
劃
痕
の
中
斷
が
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
（
圖
5
）。

圖
5　

復
原
圖
（
簡
63
―
簡
64
―
簡
56
〜
簡
62
）

以
上
の
檢
討
の
結
果
、
簡
58
〜
簡
64
の
綴
連
は
以
下
の
ご
と
く
復
原
さ
れ
、
新

た
に
陽
部
韻
に
屬
す
る
「
□
輪
」
章
と
「
雲
雨
」
章
と
の
綴
連
が
明
ら
か
と
な
る（
13
）。

□　

□
輪
…
…
、
…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
缺　

Ⅰ

輪　

怎
胝
圈
箱
。
松
柏

、
桐
梓
杜
楊
。
鬰
嗇
桃
李
、
棗
杏
楡
廸
。
63　

Ⅱ

　
　

葦
菅
嚀
、
莞
蒲
藺
蔣
。
耑
末
根
本
、
榮
葉
莠
英
。
麋
鹿
熊
羆
、
64　

Ⅰ

　
　

犀

豺
狼
。

貍
麈

、
麢
貍
甼
麠
。
䲨
鵠
牲
虎
、
鳩

鴛
病
。
56　

Ⅱ

　
　

陂
池
溝
洫
、
淵
泉
隄
防
。
江
漢

汾
、
河

漳
。
伊
雒
涇
渭
、
57　

Ⅰ

　
　

維
楫
舩
方
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
四　
　
　
　
　
　
　
　
　

58　

Ⅱ

雲　

雲
雨

零
、

露
䨮
霜
。
𦙚
時
日
月
、
星
晨
紀
綱
。
冬
寒
隠
暑
、
59　

Ⅰ

雨　

玄
氣
陰
陽
。
杲
旭
宿
尾
、
奎
婁
軫
亢
。
弘
酒
翦
㞒
、
霸
曁
傅
庚
。
60　

Ⅱ

　
　

橇
巒
岑
崩
、
阮
嵬
陀

。
阿
尉
馺
瑣
、
漆

氐
羌
。
贅
拾
鋏
鎔
、
61　

Ⅰ

　
　

鑄
冶
容
鑲
。
顗
視
肅
豎
、
偃
炙
運
糧
。
攻
穿

魯
、
壘

墜
京
。
62　

Ⅱ

四
、
異
な
る
韻
部
に
お
け
る
綴
連

第
二
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、『
北
大
壹
』
の
綴
連
復
原
は
、
韻
部
に
よ
る
分
類

の
後
、
劃
痕
を
利
用
し
て
進
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
復
原
作
業
は
、『
蒼
頡
篇
』

全
篇
は
韻
部
に
よ
り
章
分
け
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
單
韻
で
構
成
さ
れ
る
、
と
の
前

提
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
基
本
的
に
妥
當
性
を
も
つ
こ
と
は
、
劃
痕

と
の
高
い
整
合
性
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

た
だ
し
こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、『
北
大
壹
』
の
な
か
に
少
數
な
が
ら
音
の

近
い
合
韻
部
の
綴
連
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
具
體
的
に
は
、
之
・
職
合

韻
部
（
簡
1
〜
簡
11
）・
幽
宵
合
韻
部
（
簡
14
―
簡
15
）・
脂
支
合
韻
部
（
簡
39
）
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が
そ
れ
に
該
當
す
る
。
こ
の
う
ち
陰
入
對
轉
の
關
係
に
あ
る
之
・
職
合
韻
部
に
つ

い
て
は
、
敦
煌
本
・
居
延
本
・
阜
陽
本
・
水
泉
子
本
な
ど
か
ら
檢
出
さ
れ
た
殘
簡

が
、
北
大
本
に
よ
っ
て
「
□
祿
」
章
や
「
漢
兼
」
章
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
、
各
章
の
實
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
一
方
、
幽
宵
合
韻
部
お
よ
び
脂
支
合
韻

部
に
つ
い
て
は
、『
北
大
壹
』
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
旁
轉
の
關
係
を
も
つ
合
韻
の
實
態
を
明
ら
か
に
す
る
上

で
、
重
要
な
意
義
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
本
章
で
は
こ
の
よ
う
な
意
圖
か
ら
、

幽
宵
合
韻
部
お
よ
び
脂
支
合
韻
部
を
中
心
に
檢
討
を
加
え
て
み
た
い
。

（
一
）
幽
宵
合
韻
部
の
檢
討

幽
宵
合
韻
部
に
屬
す
る
竹
簡
は
簡
14
・
簡
15
の
二
簡
で
あ
る
。
押
韻
字
に
韻
部

を
付
し
た
釋
文
と
劃
痕
示
意
圖
を
揭
げ
る
。

瞗
煦

閣
、
泠
竁
遏
包幽

。
穂
䅌
苫
㛍
、
挾
貯
施
𧘨幽

。
狄
署
賦

、
14  

幽  

Ⅰ

瘡

騀
謷宵

。
贛
害
輟
感
、
甄
䍍
燔
窯宵

。
秅
秿
麻
荅
、
𪍠

鞠
□
。
15  

宵  

Ⅱ

兩
簡
の
綴
連
は
他
の
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
に
よ
っ
て
裏
付
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

字
義
の
面
に
お
い
て
も
傍
證
と
し
得
る
ほ
ど
の
積
極
的
な
關
連
は
見
い
だ
さ
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
整
理
者
が
簡
14
と
簡
15
と
を
綴
連
し
て
幽
宵
合
韻
部
と
し
た
の

は
、
劃
痕
の
連
續
を
主
要
な
根
據
と
す
る
と
見
な
さ
れ
る
。
一
方
、
秦
樺
林
氏
は

原
釋
が
不
明
と
し
た
簡
15
の
末
尾
字
を
殘
劃
と
押
韻
と
の
關
係
か
ら
「
糟
」
と
推

定
し
て
い
る（
14
）。「
糟
」
は
幽
部
に
屬
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
從
え
ば
簡
14
・
簡

15
の
押
韻
は
幽
部
↓
宵
部
↓
幽
部
と
展
開
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
狀
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
簡
14
―
簡
15
の
前
後
に
は
、
ま
ず
幽
部
韻
に

屬
す
る
竹
簡
と
の
綴
連
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
幽
部
韻
の
諸
簡
（
簡
16
〜
簡

21
・
簡
23
）
の
中
に
、
簡
15
（
劃
痕8.9-9.4

）
の
後
に
接
續
し
得
る
劃
痕
を
も

つ
竹
簡
を
求
め
る
と
、
簡
20
（
劃
痕9.5-10.0

）
が
檢
出
さ
れ
る
。

一
方
、
幽
部
韻
の
諸
簡
の
中
に
は
、
簡
14
（
劃
痕8.2-8.9

）
の
前
に
接
續
し

得
る
劃
痕
を
も
つ
竹
簡
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
之
部
に
屬

す
る
簡
13
（
劃
痕7.7-8.3

）
に
適
合
す
る
劃
痕
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る（
15
）。

之
部
と
幽
部
と
は
い
わ
ゆ
る
旁
轉
の
通
押
關
係
に
あ
り
、
之
幽
合
韻
は
西
漢
時
期

に
お
い
て
広
く
認
め
ら
れ
る（
16
）。
こ
う
し
た
狀
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
簡
13
と
簡
14

と
の
劃
痕
の
連
續
は
暗
合
で
は
な
く
、
之
幽
合
韻
の
存
在
を
示
す
証
左
と
見
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。

本
節
で
指
摘
し
た
簡
13
―
簡
14
お
よ
び
簡
15
―
簡
20
の
綴
連
は
、
い
ず
れ
も
二

句
ご
と
の
切
れ
目
に
あ
た
る
た
め
、
字
義
の
面
か
ら
の
傍
證
を
得
難
い
が
、
簡
序

と
押
韻
位
置
と
の
關
係
は
そ
れ
ぞ
れ
整
合
す
る
。
整
理
者
に
よ
っ
て
す
で
に
簡
12

―
簡
13
、
簡
20
―
簡
21
の
綴
連
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
檢
討
を
踏
ま
え
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
綴
連
が
導
か
れ
る
。

闊　

闊
錯

葆
、
䟫
據
𧼳
等
。
棁
擾

、
鈐
𨬍
閏

。
騁
虧
刻
枊
、
12  

之  

Ⅰ

錯　
䭫
肱
郖
鄙
。
祁
䋽
鐔
幅
、
芒
隒
偏
有
。
泫

孃
姪
、

枲
。
13  

之  

Ⅱ

　
　

瞗
煦

閣
、
泠
竁
遏
包
。
穂
䅌
苫
㛍
、
挾
貯
施
𧘨
。
狄
署
賦

、
14  

幽  

Ⅰ

　
　

瘡

騀
謷
。
贛
害
輟
感
、
甄
䍍
燔
窯
。
秅
秿
麻
荅
、
𪍠

鞠
糟
。
15 

宵
幽
Ⅱ



北
京
大
學
藏
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
綴
連
復
原

二
八

　
　

飫

然
稀
、
支
袤
牒
膠
。
竊
鮒
䲒
䲊
、
鱣
鮪
鯉
鯂
。
犙
㸬
（
17
）

　

、
20  

幽  

Ⅰ

　
　

羒
𦎦

羔
。
冤
謈
䁔
通
、
坐
𠨧
讂
求
。
㗬
閻
堪
況
、
燎
灼
𤎴
炮
。
21  

幽  

Ⅱ

復
原
の
妥
當
性
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
愼
重
な
檢
證
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
從
え
ば
、「
闊
錯
」
章
は
之
幽
・
幽
宵
合
韻
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
る
。

（
二
）
脂
支
合
韻
部
の
檢
討

續
い
て
脂
支
合
韻
部
に
移
ろ
う
。
脂
支
合
韻
部
に
屬
す
る
竹
簡
は
簡
39
の
み
で

あ
る
。
押
韻
字
に
韻
部
を
付
し
た
釋
文
と
劃
痕
示
意
圖
を
揭
げ
る
。

崈

諫
敦
、
讀
飾
柰
壐脂

。
瘧
斷
痥
葯
、
膩
僞
瓱
倩支

。
淺
汙

復
、
39　

Ⅰ

簡
39
の
押
韻
の
狀
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
前
に
は
脂
部
韻
、
後
に
は
支
部
韻

に
屬
す
る
竹
簡
と
の
綴
連
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
簡
39
と
脂
部
韻
に
屬

す
る
簡
44
―
簡
45
と
の
關
係
に
つ
い
て
檢
討
し
て
み
よ
う
。

簡
44
―
簡
45
の
釋
文
・
簡
劃
痕
示
意
圖
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
兩
簡
の
劃

痕
は
連
續
し
な
い
が（
18
）、
阜
陽
本C062

に
兩
簡
の
接
續
を
裏
付
け
る
「
蒙
期
耒
旬
」

の
本
文
が
見
え
、
整
理
者
の
綴
連
も
そ
れ
に
も
と
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
簡

45
は
章
字
數
の
表
記
を
も
つ
章
の
末
尾
簡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
に
接
續
す

る
二
簡
は
次
章
の
冒
頭
部
に
あ
た
り
、
章
題
（
各
一
字
）
を
有
す
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。梧

域
邸
造
、
肂
縠
㱚
耆
。
杭
騎
淳
沮
、
決
議
篇
稽
。
獅
欺
蒙
期
、
44　

Ⅰ

筧
旬
毛
氐
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
裕
四　
　
　
　
　
　
　

45　

Ⅱ

一
方
、
簡
39
は
劃
痕
か
ら
簡
45
よ
り
も
後
に
位
置
し
た
と
見
な
さ
れ
る
が
、
簡

39
に
は
章
題
は
見
ら
れ
ず
、
簡
45
と
簡
39
と
の
綴
連
は
否
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
劃

痕
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
簡
45
と
簡
39
と
の
間
に
二
簡
分
の
缺
簡
の
存
在
が
想
定
さ

れ
、
そ
の
二
簡
は
す
な
わ
ち
章
題
を
も
つ
冒
頭
の
二
簡
に
相
當
す
る
と
考
え
ら
れ

る
。以

上
の
檢
討
に
よ
り
、
簡
39
と
脂
部
韻
に
屬
す
る
簡
44
・
簡
45
と
の
綴
連
は
以

下
の
ご
と
く
復
原
さ
れ
る
。

　
　

梧
域
邸
造
、
肂
縠
㱚
耆
。
杭
騎
淳
沮
、
決
議
篇
稽
。
獅
欺
蒙
期
、
44　
脂　
Ⅰ

　
　

筧
旬
毛
氐
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
裕
四　
　
　
　
　
　
　

45　
脂　
Ⅱ

□　
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…
、
…
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…
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…
、
…
…
…
…
。
缺　
　

Ⅱ

　
　

崈

諫
敦
、
讀
飾
柰
壐
。
瘧
斷
痥
葯
、
膩
僞
瓱
倩
。
淺
汙

復
、
39
脂
支
Ⅰ



二
九

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

次
に
、
簡
39
と
支
部
韻
に
屬
す
る
簡
40
〜
簡
43
と
の
關
係
に
つ
い
て
檢
討
し
て

み
よ
う
。
整
理
者
は
、
簡
40
―
簡
41
お
よ
び
簡
42
―
簡
43
を
そ
れ
ぞ
れ
綴
連
す
る

が
、
兩
組
の
關
係
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
劃
痕
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
簡

42
と
簡
41
と
の
間
に
一
簡
分
の
缺
簡
を
想
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
簡
40
―
簡
41
―

缺
簡
―
簡
42
―
簡
43
と
の
綴
連
が
復
原
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
缺
簡
は
「
齎
購
」
章

冒
頭
の
簡
42
の
前
に
位
置
し
て
前
章
の
末
尾
簡
に
あ
た
り
、
章
字
數
の
表
記
を
有

し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
簡
39
は
劃
痕
の
分
析
か
ら
簡
40
よ
り
も
前
に
位
置
し
た
と
見
な
さ
れ
、

簡
40
と
の
間
に
一
簡
分
の
缺
簡
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

以
上
の
檢
討
に
よ
り
、
簡
39
と
支
部
韻
に
屬
す
る
簡
40
〜
簡
43
と
の
綴
連
は
以

下
の
ご
と
く
復
原
さ
れ
る
。

　
　

崈

諫
敦
、
讀
飾
柰
壐
。
瘧
斷
痥
葯
、
膩
僞
瓱
倩
。
淺
汙

復
、
39
脂
支
Ⅰ

　
　

…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
…
…
…
…
、
…
…
…
…
。
缺　　
　

Ⅱ

　
　

㲂

㛊
、
蠻
　
趍
恚
。
鬾
袳
憩
再
、
箴
䡞
䡩
解
。
姎

點

、
40　
支　
Ⅰ

　
　

細

嬬
媞
。
頫
壞

、
斷
序
㡲
讗
。
逸
效
姰
臥
、

箕
鷽
䞚
。
41　
支　
Ⅱ

　
　

…
…
…
…
、（
句
數
不
明
）　　
　
　
　
﹇
百
…
…
﹈　　
　
　
　
　

缺　
　
　

Ⅰ

齎　

齎
購
件
妖
、
羕
櫄
杪
柴
。
箸
涏
縞
給
、
勸
㤄

鯨
。
某

早
蠸
、
42　
支　
Ⅰ

購　
㝣
椅
姘
觟
。
戾
弇
焉
宛
、

簍
埒
畦
。
狛
呱

滎
、
蠶

㞡

。
43　
支　
Ⅱ

支
脂
合
韻
部
の
簡
39
を
基
軸
と
し
た
こ
れ
ま
で
の
檢
討
結
果
を
總
合
す
る
と
、

以
下
の
ご
と
き
綴
連
が
導
か
れ
る
。

　
　

梧
域
邸
造
、
肂
縠
㱚
耆
。
杭
騎
淳
沮
、
決
議
篇
稽
。
獅
欺
蒙
期
、
44　
脂　
Ⅰ

　
　

筧
旬
毛
氐
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
裕
四　
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崈

諫
敦
、
讀
飾
柰
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。
瘧
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、
膩
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瓱
倩
。
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、
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Ⅱ

　
　

㲂

㛊
、
蠻
　
趍
恚
。
鬾
袳
憩
再
、
箴
䡞
䡩
解
。
姎

點

、
40　
支　
Ⅰ

　
　

細

嬬
媞
。
頫
壞

、
斷
序
㡲
讗
。
逸
效
姰
臥
、

箕
鷽
䞚
。
41　
支　
Ⅱ

　
　

…
…
…
…
、（
句
數
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明
）　　
　
　
　
﹇
百
…
…
﹈　　
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Ⅰ

齎　

齎
購
件
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、
羕
櫄
杪
柴
。
箸
涏
縞
給
、
勸
㤄

鯨
。
某

早
蠸
、
42　
支　
Ⅰ

購　
㝣
椅
姘
觟
。
戾
弇
焉
宛
、

簍
埒
畦
。
狛
呱

滎
、
蠶

㞡

。
43　
支　
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北
京
大
學
藏
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
綴
連
復
原

三
〇

本
節
の
最
後
に
、
簡
39
「
倩
」
字
の
韻
部
の
問
題
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
整
理

者
も
言
及
す
る
よ
う
に
、「
倩
」
字
の
韻
部
に
つ
い
て
は
、
陳
復
華
・
何
九
盈
『
古

韵
通
曉
』（
中
國
社
會
科
學
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
が
支
部
に
歸
入
す
る
の
に

對
し
、
郭
錫
良
『
漢
字
古
音
手
册
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
一
〇
年
）
は
脂
部
に

歸
入
し
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る（
19
）。
こ
こ
ま
で
『
北
大
壹
』
に
從
い
、
支
部
韻

字
と
し
て
檢
討
を
進
め
て
き
た
が
、
假
に
「
倩
」
が
脂
部
韻
字
で
あ
れ
ば
、
簡
39

は
脂
部
に
屬
し
、
脂
支
合
韻
部
と
は
見
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の

場
合
に
お
い
て
も
、
先
の
復
原
に
よ
れ
ば
、
脂
部
の
押
韻
を
も
つ
簡
39
の
後
に
缺

簡
を
挾
ん
で
支
部
の
押
韻
を
も
つ
簡
40
―
簡
41
が
綴
連
す
る
こ
と
に
な
り
、「
齎

購
」
章
の
前
に
位
置
し
た
章
が
脂
支
合
韻
部
で
あ
る
こ
と
が
あ
ら
た
め
て
指
摘
さ

れ
、『
蒼
頡
篇
』
に
脂
支
合
韻
に
よ
る
綴
連
が
存
在
し
た
可
能
性
は
排
除
さ
れ
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。

結　

語

本
稿
で
は
、
北
大
本
の
綴
連
に
つ
い
て
劃
痕
を
中
心
に
分
析
を
加
え
、
若
干
の

試
案
を
提
起
し
た
。
本
稿
の
分
析
は
す
べ
て
『
北
大
壹
』
の
デ
ー
タ
に
依
據
し
て

お
り
、
あ
く
ま
で
も
假
説
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

敢
え
て
試
案
を
提
起
し
た
の
は
、『
蒼
頡
篇
』
に
お
け
る
章
内
お
よ
び
章
相
互
の

綴
連
、
と
く
に
合
韻
部
に
お
け
る
綴
連
の
實
體
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
北
大
本

の
劃
痕
は
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
手
が
か
り
と
な
る
も
の
で
あ
り
、『
蒼
頡
篇
』
復
原

の
た
め
に
は
、
そ
の
最
大
限
の
活
用
が
不
可
缺
で
あ
る
と
の
認
識
に
よ
る
。

今
後
は
原
簡
に
も
と
づ
く
檢
證
が
課
題
と
な
る
が
、
そ
の
際
に
注
目
さ
れ
る
の

は
、
復
原
し
た
綴
連
に
お
け
る
竹
節
の
位
置
で
あ
る
。
既
述
の
ご
と
く
、
劃
痕
は

簡
牒
に
分
割
す
る
前
の
段
階
で
竹
筒
ご
と
に
加
え
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、

一
連
の
劃
痕
を
も
つ
一
組
の
竹
簡
は
同
一
の
竹
筒
か
ら
作
成
さ
れ
た
と
見
な
し

得
る（
20
）。
し
た
が
っ
て
竹
節
の
痕
跡
が
殘
存
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
位
置
が
合
致
す

る
か
否
か
で
、
復
原
の
當
否
に
つ
い
て
一
定
の
檢
證
が
可
能
と
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
う
し
た
檢
證
を
通
し
て
、
本
稿
で
試
み
た
劃
痕
に
よ
る
綴
連
復
原
の
問
題

點
が
明
ら
か
と
な
り
、
延
い
て
は
そ
れ
が
『
蒼
頡
篇
』
研
究
の
進
展
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（1
）
北
京
大
學
出
土
文
獻
研
究
所
編
『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
﹇
壹
﹈』（
朱
鳳
瀚
編
撰
、

上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
）

（
2
）
詳
細
に
つ
い
て
は
「
蒼
頡
篇 

釋
文 

注
釋
」（『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
﹇
壹
﹈』
第

六
七
〜
六
九
頁
）、
朱
鳳
瀚
「
北
大
藏
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
的
新
啓
示
」（『
北
京
大
學
藏

西
漢
竹
書
﹇
壹
﹈』
第
一
七
〇
〜
一
八
〇
頁
）
參
照
。

（
3
）
殘
簡
の
枚
數
に
關
連
し
て
、こ
こ
で
簡
66
と
簡
22
と
の
綴
合
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

原
釋
は
簡
22
を
以
下
の
よ
う
に
釋
讀
し
、「
聊
」
を
押
韻
字
と
み
て
幽
部
に
分
類
す
る
。

 

　
　

…
…
䬽
斟
掇
、

𧮆
䚥
聊
。
…
…　

22

 

圖
版
に
よ
れ
ば
、
完
簡
の
第
三
句
の
二
字
目
と
三
字
目
と
の
間
に
位
置
す
る
編
繩
痕
が

「
掇
」
字
と
「

」
字
と
の
間
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
原
釋
文
の
句
讀
は
以
下
の
よ
う

に
修
正
さ
れ
る
。



三
一

漢
字
學
硏
究　

第
六
號

 
　
　

□
□
□
。
□
□
□
䬽
、
斟
掇

𧮆
。
䚥
聊
□
□
、
□
□
□
□
。

 
そ
の
結
果
、
押
韻
字
は
「
𧮆
」
で
簡
22
は
耕
部
に
屬
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
以

下
の
ご
と
く
、
耕
部
の
簡
66
と
の
綴
合
（
簡
66+

簡
22
）
が
指
摘
さ
れ
る
。

 

　
　

狗
獳
𪋯
䶄
。
媥
䵎
娺
／
䬽
、
斟
掇

𧮆
。
䚥
聊
□
□
、
□
□
□
□
。
簡
66+

簡
22

 

　
　

  

簡
66+

簡
22
綴
合
部
分

 

こ
れ
に
よ
り
、
綴
合
後
の
殘
簡
の
枚
數
は
十
七
枚
と
な
る
。

（
4
）「
北
大
藏
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
一
覽
表
」（『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
﹇
壹
﹈』
附
錄
、
第

一
四
五
〜
一
四
七
頁
）

（
5
）「
蒼
頡
篇 

釋
文 

注
釋
」（『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
﹇
壹
﹈』
第
六
八
頁
）

（
6
）
竹
簡
の
刮
治
と
劃
痕
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
孫
沛
陽
「
簡
册
背
劃
綫
初
探
」（『
出

土
文
獻
與
古
文
字
研
究
』
第
四
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
第
四
四
九
〜

四
六
二
頁
）、
韓
巍
「
西
漢
竹
書
《
老
子
》
簡
背
劃
痕
的
初
歩
分
析
」（『
北
京
大
學
藏

西
漢
竹
書
﹇
貳
﹈』
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
一
二
年
、第
二
二
七
〜
二
三
五
頁
）
參
照
。

（
7
）「
北
大
藏
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
一
覽
表
」（
前
注
4
、
第
一
四
五
〜
一
四
七
頁
）

（
8
）
朱
鳳
瀚
「
北
大
藏
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
的
新
啓
示
」（
前
注
2
、第
一
七
四
〜
一
七
五
頁
）

（
9
）「
蒼
頡
篇 

釋
文 

注
釋
」（
前
注
5
、
第
六
八
頁
）

（
10
）
簡
24
に
草
名
の
連
續
か
ら
な
る
排
列
方
式
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朱

鳳
瀚
「
北
大
藏
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
的
新
啓
示
」（
前
注
2
、
第
一
七
四
頁
）
に
指
摘
が

あ
る
。
簡
24
―
簡
25
の
綴
連
に
從
え
ば
、
簡
24
の
第
一
句
「
莎

䔌
蔓
」
か
ら
簡
25
の

第
一
句
「
茱
臾
蓼
蘓
」
ま
で
の
六
句
に
わ
た
る
草
名
の
集
中
的
排
列
を
承
け
、
さ
ら
に

簡
25
第
二
・
三
句
「
果

茄
蓮
、
𣓀
栗
瓠
瓜
」
の
果
實
類
へ
展
開
す
る
一
連
の
排
列
方

式
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。

（
11
）
一
つ
の
竹
筒
か
ら
刮
治
さ
れ
た
一
組
の
竹
簡
に
二
つ
の
廢
簡
が
存
在
す
る
例
は
、
北

大
漢
簡
『
老
子
』
上
經
、
第
六
組
（
簡
87
〜
簡
100
）
に
も
見
い
だ
さ
れ
る
。
詳
細
に
つ

い
て
は
、
韓
巍
「
西
漢
竹
書
《
老
子
》
簡
背
劃
痕
的
初
歩
分
析
」（
前
注
6
）
參
照
。

（
12
）
秦
樺
林
「
北
大
藏
西
漢
簡
《
倉
頡
篇
》
札
記
（
一
）」（
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
「
簡

帛
網
」、
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
四
日
）

（
13
）
原
釋
は
陽
部
の
う
ち
簡
56
〜
簡
58
と
簡
59
〜
簡
62
と
を
區
分
す
る
が
、
こ
れ
は
改

章
に
か
か
わ
る
區
分
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
簡
58
―
簡
59
の
綴
連
に
つ
い
て
は
、
整
理

者
が
「
同
韻
部
諸
章
可
能
是
相
連
編
綴
的
」（
朱
鳳
瀚
「
北
大
藏
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
的

新
啓
示
」
前
注
2
、
第
一
七
三
頁
）
の
例
と
し
て
、
簡
7
―
簡
8
・
簡
26
―
簡
27
・
簡

52
―
簡
53
・
簡
58
―
簡
59
の
綴
連
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な

お
整
理
者
は
、
耕
部
に
屬
す
る
竹
簡
の
う
ち
、
名
稱
不
明
の
章
の
末
尾
に
あ
た
る
簡
67

と
「

𨾙
」
章
の
冒
頭
部
に
あ
た
る
簡
68
〜
簡
70
と
を
區
分
す
る
が
、
上
述
し
た
分
章

間
に
お
け
る
綴
連
の
指
摘
の
中
に
は
、
間
67
と
簡
68
と
の
綴
連
は
含
ま
れ
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。
し
か
し
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
こ
の
兩
簡
に
つ
い
て
も
綴
連
の
可
能
性
が

高
い
と
判
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「

𨾙
」
章
の
冒
頭
に
位
置
す
る
簡
68
に
は
劃
痕
の

起
點
（0.0-0.9

）
が
認
め
ら
れ
る
が
、
竹
筒
を
一
周
し
て
二
箇
所
に
劃
痕
を
も
つ
重
疊

の
現
象
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
劃
痕
は
ち
ょ
う
ど
「

𨾙
」
章
の
前
に
存

在
し
た
章
の
末
尾
簡
で
終
結
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
簡
68
の
前
に
存

在
し
た
竹
簡
の
條
件
と
し
て
以
下
の
四
點
が
設
定
さ
れ
る
。

 

　

・
耕
部
に
屬
す
る
。

 

　

・
章
末
簡
で
あ
る
こ
と
を
示
す
章
字
數
の
表
記
を
も
つ
。

 

　

・  

劃
痕
は
終
結
部
に
あ
た
り
、
劃
痕
は
簡
首
か
ら
お
よ
そ
十
セ
ン
チ
を
超
え
る
位
置

に
あ
る
。

 

　

・
劃
痕
は
一
條
で
、
重
疊
の
現
象
は
見
ら
れ
な
い
。

 

簡
67
は
こ
れ
ら
の
條
件
に
適
合
し
、
簡
68
と
の
綴
連
が
指
摘
さ
れ
る
。
釋
文
と
劃
痕
示

意
圖
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

 

　
　
　
　

奢
嬐
㛥
䁝
。
魁
鉅
圜
艫
、
與
瀕
庾
請
。　
　

百
五
十
二　
　
　
　

67　

Ⅱ

 

　
　

　

𨾙
牝
牡
、
雄
雌
倶
鳴
。
届
寵

急
、
邁
徙
覺
驚
。
孰
宣
僂
繚
、
68　

Ⅰ

 

　
　
𨾙　

頗
科
樹
莖
。
禋
糈
姪
娣
、
叚
耤
合
冥
。
踝
企
豺
濾
、
耒負
犺
播
耕
。
69　

Ⅱ

 

　
　
　
　

耳
汞
娑
孅
、
婠
惚
眇
靖
。
㚲
繠
姗
賸
、
訐
熭
竄
煢
。
罪
蠱
訟
卻
、
70　

Ⅰ

 （
14
）
秦
樺
林
「
北
大
藏
西
漢
簡
《
蒼
頡
篇
》
札
記
（
二
）」（
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
「
簡

帛
網
」、
二
〇
一
五
年
十
一
月
十
五
日
）。
秦
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
同
句
中
の
三
字

「
𪍠

鞠
」
と
字
義
面
（
酒
麴
）
で
も
共
通
し
、
妥
當
性
の
高
い
推
定
と
見
な
さ
れ
る
。

（
15
）
簡
13
の
右
痕
（8.3

）
と
簡
14
の
左
痕
（8.2

）
と
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
セ
ン
チ
の
距

離
を
も
つ
が
、
差
距
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
セ
ン
チ
で
綴
連
が
明
白
な
例
と
し
て
、「
顓
頊
」

章
標
題
簡
の
簡
46
―
簡
47
が
擧
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
北
大
藏
漢
簡
『
老
子
』
の
綴
連
簡

に
お
け
る
差
距
マ
イ
ナ
ス
〇
・
一
セ
ン
チ
の
例
に
は
、
簡
48
―
簡
49
・
簡
165
―
簡
166
・

簡
184
―
簡
185
・
簡
191
―
簡
192
が
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
「
西
漢
竹
書
《
老
子
》
竹
簡

一
覽
表
」（『
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
﹇
貳
﹈』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
、
第

一
六
五
〜
一
七
一
頁
）
參
照
。

（
16
）
例
え
ば
、
羅
常
培
・
周
祖
謨
『
漢
魏
晉
南
北
朝
韻
部
演
變
研
究
』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
七
年
、
第
四
六
頁
）
の
西
漢
時
期
に
お
け
る
陰
聲
韻
部
の
通
押
關
係
表
に
よ
れ

ば
、
之
幽
合
韻
は
十
二
例
に
上
る
。

（
17
）
原
釋
は
「
摻
㧊
」
に
作
る
が
、張
存
良
「《
蒼
頡
篇
》
研
讀
獻
芹
（
八
）
―
北
大
簡
《
蒼



北
京
大
學
藏
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
綴
連
復
原

三
二

頡
篇
》
釋
文
商
兌
（
六
）」（
武
漢
大
學
簡
帛
研
究
中
心
「
簡
帛
網
」、
二
〇
一
五
年

十
二
月
二
十
四
日
）
に
從
い
「
犙
㸬
」
に
あ
ら
た
め
た
。

（
18
）
劃
痕
中
斷
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
簡
44
の
右
痕
と
簡
45
の
左
痕
と
の
距
離
が
〇
・

四
セ
ン
チ
で
あ
り
、
簡
44
と
簡
45
と
の
間
に
廢
簡
を
想
定
し
た
場
合
、
前
後
の
竹
簡
の

劃
痕
の
差
距
〇
・
七
セ
ン
チ
に
比
べ
て
か
な
り
短
い
た
め
、
や
や
長
め
で
は
あ
る
が
隣

接
簡
と
の
差
距
と
見
な
す
の
が
穏
當
で
あ
ろ
う
。

（
19
）
整
理
者
は
、
脂
支
合
韻
部
の
押
韻
字
の
韻
部
に
つ
い
て
「
在
本
韻
部
内
、
押
脂
部

韻
的
字
是
壐
、
押
支
部
韻
的
字
是
倩
（
按
「
倩
〔
棨
〕」
字
、《
古
韻
通
曉
》
歸
入
支
部
、

《
漢
字
古
音
手
册
》
歸
入
脂
部
）。」（「
蒼
頡
篇 

釋
文 

注
釋
」
前
注
5
、
第
一
〇
六
頁
）

と
注
記
す
る
。

（
20
）
劃
痕
と
竹
節
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
竹
田
健
二
「
清
華
簡
『
楚
居
』
の
劃
線
・

墨
線
と
竹
簡
の
配
列
」（『
中
國
研
究
集
刊
』
第
五
六
號
、
二
〇
一
三
年
、
湯
淺
邦
弘
編

『
清
華
簡
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
七
年
再
收
、
第
三
五
三
〜
三
七
一
頁
）、
賈
連
翔

『
戰
國
竹
書
形
制
及
相
關
問
題
研
究
―
以
清
華
大
學
藏
戰
國
竹
簡
爲
中
心
』
第
六
章 

簡

背
刻
劃
工
藝
的
發
現
與
研
究
（
中
西
書
局
、
二
〇
一
五
年
、
第
八
二
〜
一
〇
二
頁
）
參

照
。

﹇
附
記
﹈

　

本
稿
は
筆
者
の
以
下
の
口
頭
發
表
に
も
と
づ
く
。

　
　

・  「
北
京
大
學
藏
西
漢
竹
書
『
蒼
頡
篇
』
の
編
聯
復
原
」（
第
六
十
三
回
中
國
出
土
文

獻
研
究
會
、
二
〇
一
六
年
七
月
十
七
日
、
大
阪
大
學
）

　
　

・  「
北
大
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
の
編
聯
復
原
に
關
す
る
試
論
」（
第
五
十
八
回
漢
字
學
研

究
會
、
二
〇
一
七
年
十
一
月
十
八
日
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
）

　

ま
た
、
廣
瀨
薰
雄
先
生
（
復
旦
大
學
出
土
文
獻
與
古
文
字
研
究
中
心
）
に
は
、
校
正
の

段
階
で
ご
指
正
を
賜
る
こ
と
が
で
き
た
。
發
表
に
對
し
て
ご
質
問
や
ご
意
見
を
賜
っ
た
各

位
と
廣
瀨
先
生
に
、
あ
ら
た
め
て
御
禮
を
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科

研
費17K

02730

の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
島
根
大
學
學
術
研
究
院
敎
育
學
系
敎
授
）


